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資料－５ 

平成２８年度連携排砂の実施結果に関する関係団体からの意見と対応について 
 
 
【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

①  今年の連携排砂時に宇奈月ダムにおいて

２０万 m
3（昨年７万 m

3）の土砂流出があ

り、海域への影響がより大きくなると予想

されることから、従前と全く異なる排砂方

法を考えてほしい。 

 

①  第４５回黒部川ダム排砂評価委員会に

おいて、「連携排砂による一時的な環境の

変化はあるものの、９月以降の調査結果か

ら水質、底質及び生物相に対して大きな影

響を及ぼしたとは考えられない」との評価

を頂いている。 

 しかしながら、一度に多くの土砂流出が

あることは、環境への影響が懸念されると

思われることから、この影響がより少なく

なるような方法を検討し、できるだけ自然

に近い形での土砂移動が実現できるよう、

努めて参りたい。 

 

第４１回黒部川土砂管理協議会 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

②  今年の連携排砂で 50 万 m
3の堆積土砂が

排出され、内、宇奈月ダムから 20 万 m
3（昨

年 7 万 m
3）排出されている。これまで宇奈

月ダムは出し平から排出される土砂をスル

ーしているだけとの説明であったが、今後

は宇奈月ダムからも堆積土砂が排出されて

いるとの認識を強めていただきたい。 

併せて、漁業や海域に生息する魚、漁場へ

の影響もより大きくなることが予想される

ことから、この影響をより少なくなるよう排

砂・通砂前の湖内、河川、海岸、海中、海底

の環境改善策と漁業振興対策について検討

してほしい。 

 

②  第４５回黒部川ダム排砂評価委員会に

おいて、「連携排砂による一時的な環境の

変化はあるものの、９月以降の調査結果か

ら水質、底質及び生物相に対して大きな影

響を及ぼしたとは考えられない」との評価

を頂いている。 

 しかしながら、宇奈月ダムでは現在、ダ

ム湖の堆砂形状が堆積した土砂を排出し

やすい状況になっているものと認識して

いる。 

 今後も、連携排砂をすれば流出しやすい

状態が続くものと考えている。 

 この影響がより少なくなるような方法 

を検討し、できるだけ自然に近い形での土

砂移動が実現できるよう、努めて参りた

い。 

 引き続き魚の生息環境の変化の把握に

努めるとともに、漁業振興策についてどの

ような事ができるか、関係機関と相談しな

がら考えて参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

③ 連携排砂でダムから流出した土砂量や海

に流入した土砂量及び拡散状況の把握に今

後も努めてほしい。 

 

③  出水時や連携排砂・通砂時における河川

を流下する土砂量の把握のため下黒部橋

では ADCP（超音波多層流向流速計）など

最新技術も用いながら計測に努めている

ところである。 

また、ダムでは貯水池内の河床変動量や

排砂中の通過土砂量について毎正時観測

などにより精度向上に努めている。 

黒部川河口より海域へ流出した際の拡

散状況を把握するため、排砂実施時のヘリ

コプターによる空撮、海域での水質調査等

を実施しているところである。 

排砂時の流砂量観測や排砂シミュレー

ションの精度向上に努めると共に、今後と

も、土砂動態の把握精度の向上に努めて参

りたい。 

 



4 

 

【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  過去に実施した連携排砂実施後の宇奈月

ダム直下や海域における河川水質調査にお

いて、ＳＳ値など指標の一部に既往の観測

値を大幅に超えるものが見られたことを踏

まえると、海面漁業関係団体としては、今

後の排砂及び通砂時に、現在堆積している

土砂が漁場環境や漁業へ影響を与えるので

はないかと危惧している。 

 上記を踏まえ、観測値を大幅に超えた場

合の環境調査結果に対し、早急に原因調査

を実施してほしい。 
 

 

④  第４３回黒部川ダム排砂評価委員会で

も「宇奈月ダムの流入量が比較的少ない場

合では、ＳＳ等のピーク値が高くなる傾向

から、その低減に向けて努力すること。」

と評価を頂き、平成２７年度からの連携排

砂では宇奈月ダムの水位低下速度を遅く

することで低減効果も得られている。 

また、平成２８年度の連携排砂において

ＳＳ値など指標の一部が既往の観測平均

値を上回ったことを受け、この影響がより

少なくなるような方法を検討し、できるだ

け自然に近い形での土砂移動が実現でき

るよう、努めて参りたい。 

併せて環境調査結果が変動した場合に

は専門家の助言・指導を頂きながら、その

原因把握に努めて参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

⑤  排砂前後のより精度の高い堆砂形状等を

把握するとともに、これに基づく精度の高

い堆砂計画の策定に努めてほしい。 
 

 

⑤ これまでも、出し平ダム・宇奈月ダムで

は新しい技術も駆使しながら排砂実施前

の５月、排砂後、通砂後及び１２月に測量

を実施し、精度の高いダムの堆砂形状等の

把握に努めてきているところである。 

また、宇奈月ダム湖内の土砂移動状況の

実態を把握するよう努めているところで

あり、これらの成果から堆砂予測の精度向

上に努めて参りたい。 

さらに、上流からの土砂が宇奈月ダムに

堆積しないよう速やかに通過させるため、

様々な排砂及び通砂の実施方法等を検討

・改善することにより、できるだけ自然に

近い形で排砂及び通砂が実施できるよう、

努めて参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

⑥  漁網や船体の損傷など、流木による漁業

への影響が懸念されるため、排砂実施機関

においては、今後も流木処理等の対応をお

願いしたい。 
 

 

⑥ 従来から、黒部ダム、出し平ダム及び宇

奈月ダム湖に出水時に流入してくる流木に

ついては、排砂期間前・後及び排砂期間中

に可能な限り回収している。 

また、排砂等実施後、河道内に堆積した

流木については、出水時に下流に流出する

ことが懸念されるため、積極的に回収して

いる。 

今後とも、ダム湖内に流入し浮遊する流

木及び河川管理上支障のある河道内の流木

の回収に努めて参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

⑦  猫又付近の土砂堆積対策について、土砂

搬出の具体的方策を提示してほしい。 
 

 

⑦  出し平ダム貯水池上流の猫又地点は、

平成７年７月の大出水以降、出水の度に

土砂堆積が顕著であり、同地点に在る黒

部川第二発電所放水口付近には、毎年土

砂が堆積し、河床が上昇している状況で

ある。 

 そのため、黒部川出し平ダム排砂影響

検討委員会（平成7年4月）の「検討結果

の報告と提言」を受け、河床上昇対策の

一環である現実的な方法として、河床の

機械掘削及び土砂移動を毎年行い、堆積

土砂対策を図っている。 

 今後も、堆積土砂対策については、環

境への影響を小さくするような方法を検

討して参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

 

⑧  排砂と魚の生息への影響に対する因果

関係について、今後も調査地点、方法を含

め検討してほしい。 
 

 

⑧  これまで、専門家からご指導を頂き、ま

た海面漁業関係団体ともご相談しながら、

魚の生息環境の変化を把握するため、水質

、底質、マクロベントス及び動・植物プラ

ンクトンにかかる調査を行ってきたとこ

ろである。 

 今後も、専門家の助言・指導を頂きなが

ら、引き続き魚の生息環境の変化の把握に

努めて参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

海面漁業関係団体 

 

⑨  環境調査結果について、過去の調査結果

の範囲内であるか否かだけでなく、各検査

項目に水産用水基準も記載し、この基準等

と比べて数値が高い低いの事実だけでな

く、分かり易い考察を入れてほしい。 

 

 

 
 

 

⑨  これまで資料－２－②の環境調査結果

経年データ集で水産用水基準を表示して

きたところであるが、資料－２－①の環境

調査結果についても、同基準を記載したと

ころである。 

 第４２回黒部川ダム排砂評価委員会に

おいて、「既往観測値の変動幅については

、考え方を整理すること。」との評価を頂

いたことから、第４４回黒部川ダム排砂評

価委員会からは、過去の観測値の分布状況

を表示して、当該年の観測結果との比較が

できるよう工夫してきたところである。 

 今後も引続き表示方法の改善や、黒部川

ダム排砂評価委員会で頂いた評価をでき

るだけ分かり易い表現で示すよう努力し

て参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

内水面漁業関係団体 

 

① 黒部川において、魚類の成育・生息環境は、

他の河川と比べ厳しいと認識している。 

漁業資源の持続的な確保から排砂及び通

砂を含む生育環境が改善されるよう検討さ

れたい。 

  今後も、魚類の生息環境に影響を与えない

ような排砂及び通砂のやり方を検討された

い。 

 

 

 

 

①  ご意見のように黒部川は、魚類にとって

餌や水温などの生息環境は厳しい状況に

あります。 

黒部川の特性に応じた生息環境に寄与

できるよう、河川改修工事やダムの連携排

砂の取り組みの中で関係団体や専門家等

のご指導を頂きながら生息環境の改善に

取り組んで参りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

内水面漁業関係団体 

 

 

② 排砂及び通砂後の河床に砂が堆積してい

るため、アユの餌となる藻類の生息環境へ

の影響が考えられる。 

排砂及び通砂後の措置において、堆積した

砂を流すようダムからの放流量や放流方法

について検討を図られたい。 

 

 

 

②  平成１７年度から排砂及び通砂後に河

床に堆積する砂泥分をフラッシュさせる

目的で実施している排砂後及び通砂後の

措置の効果については、第３２回黒部川ダ

ム排砂評価委員会において「連携排砂およ

び連携通砂により河道内に堆積した泥分

の割合が、排砂後および通砂後の措置の試

行により、減少していることを確認でき

た。」との評価を頂いている。 

 出水毎に土砂成分割合が相違している

ことや排砂及び通砂後の措置実施時の流

況にもよるが、河道に堆積した砂がフラッ

シュされるようダムからの放流量や放流

方法等について引き続き検討を進めて参

りたい。 
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【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

農業関係団体 

 

① 一般農家では、出し平・宇奈月ダムの連携

排砂から 15年以上が経過し、その必要性と

対応策についての理解は深まっていると考

えます。 

しかし、現在は農業情勢が当初と大きく変

化しており、担い手農家や会社により農地が

集約され大規模経営となりつつあります。そ

うした大規模経営者は、連携排砂の断水時期

と農作業の関係に強く留意しています。 

そうした近年の農業情勢の変化を充分考

慮され、連携排砂に対する理解と協力を得ら

れるような対策を検討されますよう願いま

す。 

 

①  実施機関では、これまでも関係市町のご

協力を頂きながら、連携排砂・通砂にかか

るお問い合わせや来訪者からのご意見等

への対応をはじめ、勉強会及び説明会等の

要請にお応えする等、様々な形で連携排砂

・通砂の必要性等についてご理解が得られ

るよう努めているところである。 

 今後も、連携排砂・通砂を実施するにあ

たっては、関係市町等と連携を密にし、ま

た、関係団体とご相談等も行いながら、地

域の皆さまにご理解とご協力が得られる

よう、努めて参りたい。 

 
 

 



13 

 

【平成２８年度連携排砂の実施結果について】 

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対  応 （案） 

 

農業関係団体 

 

②  天候の状態や農作業の時期的な影響を考

慮し、連携排砂及び通砂が連続して実施さ

れ、合口用水の取水停止が長期化しないよ

う実施方法を検討願います。 

 

 

 
 

 

②  排砂は、環境への影響を小さくするた

め、できるだけ自然の出水時の土砂流に

近い形で、毎年、確実に行っていくこと

が必要であると考えている。 

 通砂は、排砂後の一定規模以上の出水

発生時において、上流から流入する土砂

を貯水池内に貯めないよう、通過させる

ものである。天候によっては排砂直後に

連続して実施することも過去にあり、今

後も実施の可能性があるものの、翌年度

に行う排砂時の土砂量を減らし、環境に

与える影響を極力低減させる観点から、

必要なものと考えている。 

 今後とも、関係団体と連携を密にして

ご理解・ご協力を得ながら、連携排砂の

実施時間を短くすることにより、取水停

止時間の短縮に向けた検討を行って参

りたい。 

 


